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夏休み
の 
ドリル 

光文書院 いきいき！夏ドリル（１・２年生：国算、３・４年生：国算社理、５・６年生：国算社理英） 
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学  習 

〒077－0024 留萌市千鳥町３丁目２２ 
TEL （0164）42-1294  FAX （0164）42-1263 
何かご心配なことがありましたら、お気軽にご相談ください。 

 
 

そ の 他 

・給食があります。 

・全学年 １３：２０下校です。 

※家族旅行等のお土産や 

転出時のお心遣いは 

一切お断りしています。 

□夏休みに取り組んだ課題（右の表参照）   □作品 

□通知表ファイル（テスト得点通知表のページに押印をお願いします）     

□上靴  □筆入れ  □ハンカチ、ちり紙 

□おたよりを入れるファイル     □必要な教科書，ノート  

□給食セット（はし箱、ランチョンマット）  □水筒（必要に応じて） 

□パソコン＆電源 ※翌週の月曜日（8/25）に持ってきましょう。 

○遊びに行くときは、どこへ、だれ
と、何をしに、何時までに帰るな
どを家の人に話してから出かけ
ましょう。 

○午後６時には、家に入っている
ようにしましょう。 

○外出するときには、防犯ブザー
をなるべく持っていきましょう。        

○校区外に行くときは、必ずお家
の人の許可をもらいましょう。 

○川や海などの危険な場所には、
子どもたちだけで行ってはいけ
ません。 

○早寝早起きを心がけましょう。 

○朝食は必ず食べましょう。 

○積極的に体を動かして遊んだり、

運動したりしましょう。 

○おやつや、冷たいものを食べ過

ぎないようにしましょう。 

○毎日、歯みがきをしましょう。 

○むし歯など、治療や精密検査の

必要な人は、休みの期間を利用

しましょう。 

○病気やけがで通院した場合は、

学校までお知らせください。 

 ２学期の学習に備えて、普段使って

いる学習用具や学用品の点検をしまし

ょう。こわれかけているものや足りない

ものは交換や補充をしましょう。 

 

筆箱の中身 チェックポイント 
・えんぴつ（２B で長めのものを４～５本） 
・消しゴム（小さくなりすぎたものは交換を） 
・直線定規（目盛りが薄くなっていないか） 
その他学用品 チェックポイント 
・下敷き（学校用になるべく無地のものを） 
・絵の具（足りない色は購入を） 
・習字セット（筆の状態を確認） 
・紅白帽子（ゴムがのびきっていないか） 
 

学年×１０分＋     分 
 
普段よりも＋αを意識した学習時間を！ 

 
 
 下の表にまとめています。計画的
に取り組みましょう。 
 
※旅行などの用事で学習時間が確保できない日も
あるかと思います。その場合は、前後の日程で
いつもより多めに取り組む時間を確保して、バラ
ンスをとるように声をかけてください。 

 
≪自主学習の例≫                 
日記・音読・視写・計算・漢字ドリル 
漢字・言葉・ローマ字・予習・復習 
キュビナ（AI ドリル）、桃鉄など 

 

  

 

 

夏休みの課題・家読・自主学習  

学校から配付した生活表を使い、
毎日の記録をつけましょう。 
書き方は各学年で指導していま

す。ためずに毎日記入し、２学期の
始業式の日に提出できるようにしま
しょう。 

○キックボード等の遊具は、車の

ない安全な場所で乗りましょう｡ 

○自転車は、安全点検をして、き

まりを守り安全に乗りましょう。 

（信号機のある交差点や横断歩道は

自転車を降り左右を確認し、自転車

をおして渡ります。信号機のない交

差点は一時停止し、左右を確認して

から渡ります。） 

○自転車に乗るときには、ヘルメ

ットをかぶるようにしましょう。 

 

 

 

 ○知らない人に声をかけられても、ついて行ってはいけ

ません。 （いかない、のらない、大声を出す、すぐ逃

げる、大人にしらせる。） 

○その場に合った態度や言葉づかいをしましょう。 

○用事もないのに、店に出入りしないようにしましょう。 

○スマホやパソコン等でのゲーム（オンライン機能は特

に注意）、インターネット（メール、SNS、LINE、動画共有

サイトなど）は、お家の人と約束を守って使いましょう。 

 

８月２２日（金）４時間授業 

※２学期に、３回目のプール学習を行い

ます。機会を見つけて、夏休み中にも

水泳に取り組みましょう。 

◎ぷるもの夏季休業中の利用可能日 

月・火・木・金・日・祝  １０：００～１６：００ 

水・土          １０：００～２０：００ 

※いずれも１２：００～１３：００は昼休みのため休館 

: 

00 

 

８月１３日（水）から１７日
（日）まで、閉庁日となります。
電話は、留守電となります。
緊急連絡は、留萌市教育委
員会（0164-42-3006）まで。 

 

ミニトマトの観察
カードを書く 

アサガオの観
察カードを書く 

絵日記の作成。絵は、色鉛筆で。 

毎日、必ず取り組まなくてはいけないわけではありませんが、他の課題とともに、バランスよく取り組めるよ
うに心がけをお願いします。普段取り組んでいる自主課題のように、１学期の復習をしたり、調べたいことをま
とめたりするなど、自主的に学習します。各家庭で購入したドリルや教材、持ち帰ったパソコンの AI ドリル（キ
ュビナ）に取り組むことも自主学習になります。 

読書：休み中のまとまった時間を使い、進んで本を読みましょう。 

 

 

 

令和７年度 

夏 
生  活 

○夏休み長期貸し出しの図書の返却期限 
→８月中（期日は学級ごとに連絡予定） です。 
※借りた本は大切に扱ってください。 

  ※忘れないように声がけをお願いします。 
○１・２年のアサガオ、ミニトマトの持ち帰り、持ちこみ
は、子どもたちだけでは難しいので、保護者の方の
ご協力をお願いします。 
【持ち帰り期間 １年：７月２２日（火）～２４日（木） 
          ２年：７月１４日（月）～２４日（木）】 
【持ちこみ期間 ８月２１日（木）～２４日（日）】 
※登下校の時間帯は避けてください。 
※土日は、午前中にお願いします。 
※車で、駐車場まで上がってきてもかまいません。 

学校から配付されたドリルに取り組み、丸付けを済ませた状態で提出します。丸付けはご家庭でお願いします。高学年は、自分
で丸付けをしてもよいです。未習の内容については取り組む必要はありません。 ※丸付け後、間違ったところをそのままにせず、
すぐにやり直しを行うことで確実な定着につながります。☆今年のドリルには「デジタルコンテンツ」が付いています。QR コードをス
キャンするとアクセスでき、簡単に利用できる内容となっています。学校から持ち帰った ICT端末（パソコン）を通して利用できます。 

夏休み中は、学校で使用しているパ
ソコンを持ち帰りますので、積極的に
自分の学習や課題研究等に生かし
ましょう。※お家の人とルールを確認
して使うこと。※目の疲れにも気を付
け、長時間使い続けないこと。 

自分で取り組みたいことを決めて、作品づくりをするのが課題です。工作・絵画・習字・調べ学習など、じっくりと時間をかけて取り組
めるとよいです。低学年は、保護者の方のアドバイスやお手伝いがまだまだ必要だと思いますので、よろしくお願いいたします。 
※習字だけの提出は不可（作品+習字、自由研究+習字などのように取り組む）としています。 
※市販されているキットなどを制作して提出してもよいですが、自分なりのアレンジや工夫を加えることをお願いします。 
※破損しやすい作品や細かな部品等が含まれる作品は、ラッピングをしたり、ケースに入れたりするなど工夫をお願いします。 

☆全ての学年について、読書感想文（高学年は社会を明るくする作文も含む）を作品として提出することができます。 

【読書感想文 ※希望者のみ】 
読書感想文コンクールへ応募を希

望する方は、夏休み明けに担任に提
出して下さい。 
（４００字詰め原稿用紙 1枚半以上２枚以内） 

 

作文課題への取組は希望者のみとなります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【社会を明るくする作文】 

日常生活や学校生活を通して、明るい社会を築くために

考えたこと     ４００字詰め原稿用紙 ３枚以上５枚以内 

 

【読書感想文 ※希望者のみ】 

本を読んで，考えたことを読書感想文に表す。 

４００字詰め原稿用紙 ２枚半以上３枚以内 

 

【読書感想文】 

４００字詰め原稿用紙 ２枚半以上３枚以内 

 

 

全ての学年において、作文課題の提出を作品とすることができます。積極的にチャレンジしましょう。 

 

夏の俳句を一句 
考えて作る 


